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いのかという疑問である。１ や ２ のような既知の問
題と同様に考えてもアイデアが浮かばないときには，
生徒たちは自然とコミュニケーションを連鎖させ，さ
らに思考を進めていく。
　コミュニケーションが連鎖し，生徒たちは疑問を解
消しようと困りを共有する中で，生徒たち自身で数直
線というアイデアを生み出すことができた。それは，
既有知識を使って考えようと互いの意識が高まった中
で生じた発想である。「難しいな（発言20）」という生
徒Ｆのつぶやきから，いかにわかりやすく整理すれば
よいのかという視点へ移り，式から図への解釈という
考えが生まれたといえる。数直線というアイデアから
刺激を受けて自分なりに考えることで，式の表現を図
式化して捉え，＜－1，4＜と ＜０をともに満たす
部分を全体的に見直している。これは，「数直線書い
ちゃう？（発言21）」という生徒Ｄの考えを理解しよう
と表現を見直した生徒Ｅの反照的思考から生まれた見
方である。生徒Ｄの発言は，個人の閉じた考えに終わ
らず他への刺激ともなり，また生徒Ｄ自身もその考え
を内省することへとつながる。生徒たちは，数直線を
利用した図解の選択的知覚を獲得して認識が始まり，
２つの解を捉える新たな解釈の段階が生まれ，２次の
連立不等式の方法を発見するに至る。仕組みを探そう
とともに考えていた仲間の反省的思考のメッセージを
聞いた生徒が，対象を改めて見直し考えることで新た
な見方を獲得し，新しいアイデアを創発することがで
きたといえる。その数直線という発想は，以前に学ん
だ１次の連立不等式の考えと同化させ，２次の連立不
等式でも使えると調節した。このことから，連立不等
式の原理の真の同化が可能となり，その方法が定式化
され，新たな考え方を創発させることができた。生徒
たちは，同化と調節を繰り返していくことで知識が豊
かになり，理解をより深めていくことができる。単純
に結果を求めるだけでなく，プロセスを思考の対象に
することが大切であると考える。
　生徒たちは，繰り返し体験を積みながら場面を拡張
させ，考え方の意味と方法を一般化させていく。一般
化とは，与えられた対象の集合の考察から，それを含
むより大きな集合の考察に移ることである（cf. 
Skemp, 1971/1973, pp.49-50）。生徒たちは，コミュ
ニケーションを通して新たな思考を創り出し，今まで
の知識とのつながりをもたせ，新たな意味や価値付け
をして，一般化させているといえる。多様な側面から
アプローチすることで，その問題に含まれている数学
的な深い意味を見抜くための思考へとつなげていくこ
とができる。このように，発達の過程に注意を払う内
省的活動が，数学のより進んだレベルに達するために
も重要であるといえる。
　ともに学ぶ中で，生徒たちは，「でもさ，これ範囲が
決まってるじゃん（発言16）」，「難しいな（発言20）」
等の批判や共感を互いに与え合い，支え合いながら思
考を進めていくことができた。このように，一人では
なく，ともに安心して学び合う環境だからこそ，個々
の考えを遠慮なくつぶやき，自然に考える状況が生ま
れている。そこから生徒たちは矛盾を解消するために，
＜０と1＜０という２つの条件を満たす範囲を求め
ようとコミュニケーションを連鎖させていく。そのプ
ロセスにおけるコミュニケーション連鎖の互いの刺激
によって，今までにもち得なかった新しい解釈が導き
出されていくことになる。
　コミュニケーションには，生徒が推論をしながら思
考することを助ける役割がある。１人の生徒のつぶや
きから始まったコミュニケーションが，他者とともに
振り返ることによって，その生徒の問いからグループ
全体の共通の問いとなっていく。１人ひとりの考えが
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深まり，具体的な表現から数学的な構造の課題に問い
を変化させることができる。この新たな段階に移り，
対象の構造を理解することが問題解決へとつながって
いくことになる。可視化された表現を反省的に思考し，
その中で生まれた問いを新たな視点から考察し，理解
していくことが思考を展開していくことになる。生徒
たちは，このように展開していく授業でのプロセスに
おいて，新たなものを創り出し主体的に考えていくこ
とができる。
　他者からの刺激から，生徒たちは２次の連立不等式
という考えを創発し，思考を発展させていくことがで
きた。＜－1，4＜と ＜０の２つの考えにつながり
をもたせるアイデアについて，生徒は蓋然的推論（cf. 
Polya, 1953/1959）をしながらもっともらしい根拠を
あげ考えていくが，それには検討の余地があり，生徒
たちはさらに検討していくことになる。コミュニケー
ションにおける問いかけや意見交換は，生徒がより深
く考えるために必要なものであるといえる。他者との
コミュニケーションを通して自分と違う考えに直面
し，そのアイデアについても考える機会を得ることが
でき，思考の幅を広げることができる。自分とは異な
る考えを知ることで驚きや発見があり，１つの推測に
対して検証しようと生徒たちのコミュニケーションが
連鎖することで，生徒たちは次々と新たな問いや根拠
を考え理解し，新しい知識を協同構成していくことに
なる。生徒たちは，コミュニケーションを通した授業
において，考える経験から学んでいくことができる。
　知識を伝達する授業では，２次の連立不等式の単元
において，教師が知識を伝え，生徒たちはそのアイデ
アを受け入れ思考していく展開になりがちである。そ
れに対して，事例２における思考は，生徒たちが必要
に応じて考えを創り出していく中で，自然に学び深め
ていく組み立てとなっているといえる。このように，
教師は，生徒が考えたくなる方向，考えるのが自然な
方向へと導いていくことができるよう課題設定をし，
授業をつくっていく必要があると考える。
　これらのコミュニケーションを通した推論からの創
発的思考において，新たな選択的知覚の獲得を促進す
る要因は，生徒たちが見通しをもって問題に取り組み，
必要な条件を満たすためにはいかにしたらよいかと探
求し，それを乗り越えていく中にある。
　第一に題意からイメージされた見通しがあり，第二
にその必要条件に矛盾する条件を解決していく協同で
のアプローチがあり，第三にコミュニケーションが連
鎖することで刺激を受け，その不協和を解消するため
の新たな意味づけが生じ，その場のいずれもが持ち得
なかった新しい思考が創発されることになる。その際，
コミュニケーションを通して，生徒たちが考え抜いた
段階での他者からの一言が，今までのつながりを変え
る契機になる。それは，自分のもつ考えが一時分断さ
れ，その思考から離れることによって，他者からのメッ
セージを改めて自分なりに解釈しようと変化する環境
と意識がもたらすものといえる。そこから生徒たちは
再考し始め，新たなアイデアや意味を発見していくこ
とになる。
　個人の中に思考のプロセスが内化されていく過程に
おいて，他者との関係の中で自覚できる発見の喜びは
自信へとつながり，さらなる思考へと向かう。ともに
学ぶ活動を通して，生徒が自分で活動する自発性，自
分の内面が成長する内発性，自分で決断する主体性を
育てることになると考える。生徒たちは，互いにわか
らないこと受けとめ，乗り越えていく活動の中で新た
な知識を創り出し，成長していくことができるといえ
る。
３．考察
　前述した事例で，生徒たちがともに学ぶ授業におい
て，問いを変え理解していく多様な契機を探り，いか
に新たな知識を生み出すよう実践していくことができ
るのかを検討してきた。
　事例１において，生徒それぞれが具体的な表現から
そのグラフの意味を探しているとき，１人の生徒があ
る気づきを言葉にすることで，何気ないつぶやきで
あったとしても聞いた生徒たちは刺激を受けることに
なる。何か違いを見出せはしないかと取り組んでいた
生徒たちは，問題に関連すると思われるあらゆること
を受け入れようとするからである。その発言から刺激
を受けた生徒の選択的知覚に基づいて解釈すること
で，１ の２つのグラフの解釈が生まれる。この考えは
他者に伝えられることで， ２ の問題にもこの見方が
適応されることになり，２つのグラフの意味付けが改
められる。あるメッセージから影響を受け，推論をし
ながら表現を振り返ってみることで新しい解釈が創発
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され，生徒は視点を転換させ思考することができるよ
うになったといえる。
　また，事例２では，題意からイメージしたグラフの
条件である1＜０の解が，上に凸になるための ＜０
という条件を満たしていないという矛盾が生じる。イ
メージされた見通しからその問題を検証しようと次の
問いをもつことになる。そこから生徒たちは，個々の
生徒による内省から気づきや振り返りを言葉にするこ
とで，数直線を使って不等式を連立する考えを創発し，
思考を発展させていくことができた。コミュニケー
ションにおける問いかけや意見のやりとりは，生徒が
より深く考え進めるために必要なものである。また，
他者とのコミュニケーションの中で様々な考えを伝え
合うことで，自分の考えだけにとらわれずに進んでい
くこともできる。個人では１つの思考にとらわれがち
であるが，他者がもつ知識には複雑な層があり，個人
の思考にとらわれているのでは見えてこない側面を捉
える視点が得られる。問題には多様な側面があり，見
る視点によってその多様な側面が違って見える。生徒
たちは，新たに加えられたアイデアを内省し，自分で
捉え直す複数の見方をもち，試行錯誤をしながらいろ
いろな条件から判断して選択し思考を深めていくこと
ができる。
４．おわりに
　新たな知識を創り出す過程は，「イメージされた見通
し→思考における疑問や矛盾→反省的思考→協同での
アプローチ→コミュニケーションの連鎖→個人の思考
（うちだ　やすこ・えもり　ひでよ）
の分断→他者からのメッセージの新たな解釈→差異の
吟味→新たな選択的知覚の獲得→反照的思考→新しい
思考の創発→理解の深化→知識の構造化」で捉えてき
た。
　生徒たちの創発的思考における新たな選択的知覚の
獲得は，疑問や矛盾を解決し乗り越えていく中にある。
それは，ともに学び合う仲間と蓋然的推論をしながら，
ある推測の根拠や論理を探していく探求活動の際に生
じる。その中で，互いのコミュニケーションを解釈し
差異を吟味していくことで，新たな意味や価値を創発
し，新たな選択的知覚を見出していくことができると
いえる。
　今後の課題は，生徒たちがコミュニケーションをも
ちながら学ぶ中で，新たな選択的知覚の獲得を促進す
る多様な要因について考え続け，それを実践していく
ことである。
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